
 

 

 

今
年
の
夏
は
全
国
的
に
異
常
な
猛

暑
で
、
札
幌
で
も
真
夏
日
が
連
続
し
ま

し
た
。
厳
し
い
暑
さ
の
中
で
も
救
い
だ

っ
た
の
は
、
マ
ス
ク
離
れ
が
進
ん
で
い

る
こ
と
。
長
か
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
も
収
束
の
兆
し
が
見
え

始
め
て
い
る
こ
と
は
、
う
れ
し
い
限
り

で
す
。 

暑
い
と
は
い
え
、
札
幌
で
は
お
盆
過

ぎ
か
ら
、
秋
風
が
吹
き
始
め
ま
し
た
。

も
う
す
ぐ
お
彼
岸
で
す
。 

仏
教
で
は
「
彼
岸
」
（
ひ
が
ん
）

と
は
仏
様
の
い
る
悟
り
の
世
界

で
あ
り
、
欲
や
煩
悩
か
ら
解
放
さ

れ
た
世
界
で
す
。
一
方
、
私
た
ち

が
い
る
迷
い
や
煩
悩
に
満
ち
た

世
界
を
「
此
岸
」
（
し
が
ん
）
と

い
い
ま
す
。
彼
岸
は
西
に
、
此
岸

は
東
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
太
陽
が
真
西
に
沈
む

秋
分
と
春
分
を
特
別
な
日
と
考

え
て
、
先
祖
供
養
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

秋
の

お
彼

岸

の
中

日

で
あ

る

秋
分
の
日
は
『
祖
先
を
敬
い
、
亡

く
な
っ
た
人
々
を
し
の
ぶ
』
た
め

の
国
民
の
祝
日
で
す
。
中
日
の
前

後
三
日
間
、
あ
わ
せ
て
一
週
間
が

お
彼
岸
で
す
。
お
彼
岸
を
機
に
、

ご
先
祖
様
に
感
謝
し
、
亡
く
な
っ

た
人
々
を
ゆ
っ
く
り
し
の
び
た

い
も
の
で
す
。 

 
  

彼
岸
に
渡
る
た
め
に
実
践
し
な
く
て
は
な
ら
な
い 

「
六
波
羅
蜜
」（
ろ
く
は
ら
み
つ
）
の
六
つ
の
徳
行 

 

布
施
（
ふ
せ
）「
物
惜
し
み
せ
ず
分
け
与
え
る
こ
と
」 

持
戒
（
じ
か
い
）「
正
し
い
教
え
を
守
る
こ
と
」 

忍
辱
（
に
ん
に
く
）「
我
慢
し
耐
え
る
こ
と
」 

精
進
（
し
ょ
う
じ
ん
）「
努
力
を
惜
し
ま
な
い
と
」 

禅
定
（
ぜ
ん
じ
ょ
う
）「
心
を
静
か
に
保
つ
こ
と
」 

智
慧
（
ち
え
）「
仏
様
の
心
で
生
き
る
こ
と
」 

 
 お

彼
岸
は
こ
れ
ら
を
意
識
し
て
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。 

大宥寺永代供養合祀墓 『縁』 

合祀料 一体 10万円 

・藤野聖山園（札幌市南区藤野）の中にあります。 

・生前の申し込みも受け付けています。 

・大宥寺が責任を持ってお墓に納骨します。 

 （納骨堂のお骨の合祀は、郵送で手続きができます。） 

まず電話で ご相談ください。 

（相談受付電話 平日午前 11時から午後 3時） 

011-551-5511 
 

大宥寺   2023 年（令和 5 年）秋彼岸  

秋
彼
岸
法
会

ほ

う

え 

九
月
二
十
三
日
（
土
） 

午
後
一
時
か
ら 

大
宥
寺 

四
階
本
堂 

・
施
食

せ

じ

き

塔
婆

と

う

ば

供
養

く

よ

う 

（
申
し
込
み
さ
れ
た
方
々
の
塔
婆
を
読
み
上
げ
ま
す
。） 

・
総
供
養
（
永
代
及
び
合
祀
墓
の
ご
供
養
） 

 

皆
様
の
ご
参
集
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

    
 

 
 

８月 16日に行われたお

盆の施食塔婆供養。 

崇道和尚が読経する中

住職が塔婆を一枚一枚

読み上げて供養しまし

た。 

ご参集の皆様にも一緒

にお経を唱えていただ

きました。経本をお持

ちの方は、法会参加の

際にご持参ください。 



 

納骨堂（開堂時間 午前９時～午後４時） 

・納骨堂の開堂時間は、午前９時から午後４時です。 

・お供物、お花はお持ち帰りください。 

・読経を希望する方は、前もって電話で連絡してください。（9/23は連絡不要） 

・９月 23日の午後 1時から３時までは、法要のため、納骨堂に僧侶はおりません。 

・混雑している時や僧侶が不在の時には、寺務所にお布施を預けていただくと、後から

お仏壇の前で読経します。どうぞご利用ください。 

  
お振込先のご案内 

口座名  「宗教法人 大宥寺」（しゅうきょうほうじん だいゆうじ） 

郵便局 振替口座 ０２７５０－８－３３６５６（送金内容を通信欄に記入して下さい） 

北洋銀行 石山通支店 普通口座 ０５１９６７２（送金内容を電話で連絡して下さい） 

（護持会費１口 6,000円 管理費 5,000円または 10,000円 塔婆供養 3,000円） 

 

志納金・塔婆供養について 
お盆、お彼岸にお送りしている『志納袋』は志納金を入れる袋です。 

ご本尊にお供えする志納金を、お入れください。いくらでも、けっこうです。 

塔婆供養は一霊 3,000円です。 
 

〒064-0811 札幌市中央区南１１条西１３丁目１－１１ 曹洞宗 大宥寺 

（電話）０１１－５５１－５５１１（ＦＡＸ）０１１－５６３－６１０７ 

 （電話受付 午前９時～午後４時  ※急用の方以外、電話は平日におかけください） 

お寺への連絡は、できるだけ早めに 

お参りの日時の変更、お休み等は、早めに連絡してください。 

できるだけ二日前までに連絡くださるようにお願いします。 

秋彼岸のご供養について（９月１７日～２６日） 
・９月 17 日～26 日は地区別に、秋彼岸のご供養にうかがいます。 

・うかがう予定のお宅には、ピンク色の紙が同封されています。 

・ピンク色の紙の入っていない方で、お参りを希望する方は連絡してください。 

（多くの檀家様宅を地区ごとに訪問するため、日時の希望には応じられない場合  

があります。） 

月命日のご供養にうかがっている皆様へ 
９月 17日から 26日の間は、月命日と違う日になることがあります。 

供養の日は同封のピンク色の紙でご確認ください。 

９月 17日までと 9月 26日すぎは、いつもと同じ日（月命日）にうかがいます。 

（ピンク色の紙は入っていません。） 
 

2023（令和５）年 秋彼岸のご案内 


